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研究交流計画の目標・概要 
［研究交流目標］ 
熱帯雨林など、地球上の生物多様性ホットスポットを有する、ブラジル、インド、中国、マレーシア、イン
ドネシアでは、近年の著しい経済発展と開発のため、生物多様性保全が緊急の課題となっている。世界的課
題である熱帯生態系の多様性保全には、ゾウやトラ、オランウータン、イルカ、ワシなど、大型動物の研究
と保全が重要な意味を持つ。これらの多くは、その種を守ることが他の多くの生物や環境を守ることにつな
がるアンブレラ種であると同時に、保全活動などで各生態系のシンボルとなるフラッグシップ種だからであ
る。しかし、大型動物は寿命が長く行動圏も広いため、その研究や保全は困難であり研究者もまだ少ない。
したがって、新たな研究技術の開発や若手研究者育成、保全のための社会的仕組みの構築が求められている。
このため、2012 年に日本学術会議の統合生物学委員会に野生動物保全のための総合的学問領域「ワイルド
ライフサイエンス」の創生を目指す分科会が設置された。京都大学野生動物研究センターはこれまで、霊長
類研究所ともに、ワイルドライフサイエンスの創生と国際的な実践のために、熱帯諸国及び優れた研究技術
を持つ英国の研究機関と、オランウータンやイルカなど多様な野生動物に関する共同研究や様々な研究交流
事業を推進してきた。本計画では、これまでの交流実績をもとに、日本と相手国研究者、特に若手研究者や
大学院生が対等な関係で、１）日本が得意とする音声や画像、ゲノム、生化学成分の高度解析、及びバイオ
ロギングやドローン技術などの大型動物研究に利用できる新たな先端研究技術の共同開発と、それを利用し
た共同研究、２）ヒトと野生動物の共存に必要な共同研究、及び野生生物の研究・保全・教育はもちろん、
地域の経済活性化と環境保全にも貢献できる自然生息地型動物観察施設「フィールドミュージアム」整備の
ための共同研究、３）国際セミナーや研修、共同研究、大学院教育連携による若手人材育成、などを推進す
ることで、これまでの事業で構築してきた、日本が核となる熱帯生物多様性保全に関する国際研究協力ネッ
トワークを拡大・強化して、京都大学に熱帯生物多様性保全の国際研究拠点を構築することを目標としてい
る。世界の熱帯域を繋ぐ研究協力によって、生物多様性保全に関するユニークな国際貢献を果たしたい。
［研究交流計画の概要］ 
① 共同研究：アマゾン川（ブラジル）やガンジス川（インド）、揚子江（中国）のカワイルカやマナティ

ーなどの濁った水に生息する水生哺乳類や、夜行性のマレーバク（マレーシア）などの観察が困難な野
生動物の行動や生態を、彼らが発する音声やカメラ／ビデオトラップ画像の解析を利用して解明する新
たな研究技術を、情報科学専門家の協力も得て開発・適用するための共同研究。糞や毛、生息地の水や
土から抽出した DNA やホルモンなどの生化学成分の高度解析から、観察困難な野生動物の分布や性、食
性、個体群変遷、繁殖周期などの生態情報を解明する新たな研究技術を開発し、霊長類（インドネシア、
マレーシア、中国、日本）やゾウ（インド、マレーシア、中国）、イルカ（ブラジル、インド、中国）
に適用するための共同研究。他個体との関係や音声・画像も記録するバイオロギング技術や群れ・個体
の動きを俯瞰できるドローン技術を開発し、イルカ（ブラジル、日本、マレーシア）やゾウ（インド）
に適用するための共同研究。人間とゾウ（インド、マレーシア）、カワイルカ（ブラジル、インド、中
国）、マナティー（ブラジル）との軋轢を軽減するための共同研究、及び各参加国でフィールドミュー
ジアムを実現するための研究。以上の共同研究を日本及び相手国で行う。

② セミナー：日本で毎年１回、屋久島と京都大学で行う参加国若手研究者の共同研究・研修の最後に、成
果発表と情報交換のためのセミナーを行う。また、共同研究の成果を共有するとともに、参加国それぞ
れの研究と保全の現状を互いに理解し、各国でのフィールドミュージアム実現向けて共に検討する国際
ワークショップを各国持ち回りで行う。さらに、相互訪問時には小規模セミナーを適宜行う。

③ 研究者交流：特に若手研究者を研修や共同研究のために他国に派遣または自国に招聘し国際人材育成
に努める。これまで希薄だった熱帯諸国間の研究者交流を日本が仲立ちとなって促進する。




